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平成２４年第２回定例会の開会にあたり、教育行政報告を申し上げます。 

 

 

１ 双葉小学校及び緑ヶ丘小学校の開校について 

まず始めに、双葉小学校及び緑ヶ丘小学校の開校についてでありますが、４月６

日に両校において開校式を挙行し、児童、保護者、教職員及び地域の皆様を前に開

校宣言や校旗授与を行い、新たな学校の歴史を歩み始めたところであります。 

４月以降、児童は登下校時に地域の皆様や通学路安全指導員など多くの方に見守

られて通学しております。また、学校では運動会などの行事も開催され、児童が新

しい環境の中で、元気に過ごしている姿を目にしており、順調にスタートできたも

のと考えております。 

 

２ 子どもの読書活動推進における文部科学大臣表彰の受賞について 

次に、子どもの読書活動推進における文部科学大臣表彰の受賞についてでありま

すが、４月２３日、北広島市図書館が優秀実践図書館として表彰を受けました。 

 この表彰は、本市図書館の児童図書学級巡回事業など、これまでの学校図書館の

活性化に向けた取組みが評価されたものと考えております。 

 本年度スタートした「第２次子どもの読書活動推進計画」に基づき、今後とも児童

生徒の学習活動を支援する事業に取り組んでまいりたいと考えております。 
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３ 東部地区生涯学習振興会の設立について 

次に、東部地区生涯学習振興会の設立についてでありますが、５月３１日、自治

会や文化団体など４２団体によって市内４番目の生涯学習振興会として発足した

ところであります。 

教育委員会といたしましては、これにより東部地区における生涯学習の振興が一

層図られるものと考えており、地域コミュニティの醸成に寄与するものと期待して

いるところであります。 

 

４ 「コミュニティ・スクール」の導入に向けた調査研究について 

次に、「コミュニティ・スクール」の導入に向けた調査研究についてであります

が、コミュニティ・スクールは保護者や地域の方々が積極的に学校運営に関わる「学

校運営協議会制度」でありますので、より一層地域に開かれた学校づくりが図られ

るものと期待されているものであります。 

 本年度は文部科学省の補助を受け、西部地区でのコミュニティ・スクール導入に

向けた調査研究を行ってまいりたいと考えております。 

 なお、本定例会において、本事業に係る必要な経費の補正予算を提案させていた

だいたところであります。 

 

 

 以上申し上げ、教育行政報告といたします。 


